
領域

評
価
項
目

評価の観点
(具体的評価

項目)
具体的目標 具体的方策

・観点別評
価の研究推
進

・観点別評価や
学力把握に関す
る研究を行い、そ
の成果を授業改
善に具現化す

Ｃ

・観点別評価や新学
習指導要領等の研
修会を計画的に行
う。

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

・指導方法の工夫・
改善のために、各教
科での研修や研究の
充実を図る。
・何時でも公開授業
ができる体制づくり

・学校のホームページ
や「鯱の門だより」を通
じて、学校の情報を公
表し、ホームページに
ついては、逐次内容の
更新を図る。（閲覧の状
況、件数の確認）
・アンケートによる保護
者への配布確認、内容
の感想

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｂ

・３年研、１０年研等定められた研
修は受講したが、任意の講座につ
いては目標を達成できなかった。

・地域や保護者に対して、後援会
総会時に公開授業を実施したり、
県の教育週間時に学校開放週間
と称し授業を公開したが、教職員
の資質向上に資するような高いレ
ベルではなかった。

・各教科においては観点別評価に
ついては教科ごとの工夫をして評
価できた。しかし、年度末の評価
など統一した評価規準については
曖昧なところもあった。

・中学校への学校説
明（DVD・生徒代表
発表）内容の充実を
図る。（学校の特長・
３学科の特長を充実
させる）
・制服、各部紹介パ
ネル展示等

（資料２）

　夢は大きく、あたりまえのことをあたりまえに
（１）明るい挨拶、気持ちのよい挨拶
（２）授業と部活動を真剣に
（３）具体的な目標を持つ
（４）佐商生らしい身だしなみ
（５）自分のゴミに責任を持つ
（６）毎月1冊以上の読書（朝の10分間読書）

・中学生の参加
者数を昨年並み
（1000人程度）の
参加を目指す。

平成２１年度  佐賀県立佐賀商業高等学校　学校評価表

評価及びその理由

・職員会議や全校集
会等で説明する。
・学校便り、後援会総
会、学級懇談会等の
折りに周知を図り、具
体的取組みを説明す
る。

・県教育委員会や教
育センター研修等を
活用し、教育環境の
変化に的確に対応で
きる教員の育成を図
る。

・体験入学を二日にわたって実施
し、　９９３名の参加があり、所期の
目的は達成した。

【成果】
　進学・就職とも１００％達成（国公立１４人合格）
【課題】
（１）特色ある学科を目指しての教育課程の編成
（２）基礎学力の定着を図るための学習指導体制の確立
（３）危機管理体制の強化を図る。

３．本年度の重点目標

１．学校教育目標

２　学校経営ビジョン（中・短期教育目標）

学
校
経
営
方
針

・本年度重
点目標の周
知

・教職員・生徒・
保護者に周知す
る。
・周知度を９０％
以上にする。

　経済社会の各分野で活躍できるように、学校生活のあらゆる機会を通じて商業人として必要な知識や技術を習得させ、生徒の心身を鍛錬する。

（１）「授業と部活動を真剣に」をモットーに文武両道の教育を推進する。
（２）基本的な生活習慣を身につけさせ、心身ともの健全な生徒を育成する。
（３）規律やルールを守り、努力する、心豊かな生徒を育成する。
（４）キャリア教育（生徒一人ひとりの勤労観や職業観を育てる）を推進し、地域社会や日本経済の発展に寄与しうる商業人を育成する。
（５）教育公務員としての自覚を持ち、資質の向上に努める。
（６）地域・保護者との連携を強化し、信頼・期待される学校を目指す。

４．前年度の成果と課題

・周知度９０％以上を目標に掲げ
取り組んできたが、教職員は当然
周知しているものの、生徒で６
１％、保護者が　７９％の浸透率で
あった。

・一日体験
入学の実施

・生徒や指導者ともに、授業に取組む姿勢
は良好であったが、教職員の資質向上に
資する工夫や改善を図る研究授業ではな
かった。
・各教科ごとの研修や研究の充実が必要
である。また、ﾊﾟｿｺﾝや視聴覚機器を用い
た授業の研究や計画的な実施が課題であ
る。

・定期的な発行はできたが、ニュース性の
高いものはタイムリーに発行したほうが良い
と感じる時もあった。

・人権・同和教育関係、生徒指導関係、各
教科部会関係の研修については参加でき
た。ただ、授業確保や学校行事等の関係
で自らの研修希望が少なかった。研修参
加への意識を持ち続けるための工夫も必
要である。

・観点別評価や学力の把握に関する研究
が不足しており、評価について指示待ちの
状況である。観点別評価や新学習指導要
領等の研修会を計画的に行う必要がある。

・毎月１回を目途に鯱の門だよりを
発行することができた。定期的な
発行ができたことで、情報発信の
サイクルが定着してきた。学校で
の活動を見える形で表現できた。

Ａ

教
職
員
の
資
質
向
上

・研究授業
（公開授業）
の推進

・教師一人当た
り、年最低1回以
上研究（公開）授
業を実施する。

５．総括表

成果と課題

・学校便りやＨＰ、後援会総会、学年保護
者会等で保護者への紹介に努めてきた。
また、生徒にも全校集会やＨＲで説明して
きた。６項目すべて言えないにしても、ほと
んどの生徒が内容を理解している。

学
校
運
営

・社会の変
化に対応し
た教育の実
践

・生徒主体による学校の特長や学科の説
明も充実したものであったが、受入人数は
飽和状態にあり、体験形態について検討
が必要である。
・特に制服や各部活動の紹介パネル展示
について検討したい。

・年1回は研修を
受講する。

・鯱の門だよりの
保護者への周知
度を８５％以上に
する

・家庭や地
域への情報
発信
　（鯱の門だ
より）



領域

評
価
項
目

評価の観点
(具体的評価

項目)
具体的目標 具体的方策評価及びその理由 成果と課題

・地域との連
携

・「高校生
Teacher講座」の
３つの講座を担
当する。 Ａ

・夏休みに実施される
神野公民館主催の「高
校生Teacher講座」に参
加し小学生への指導を
とおして地域との連携を
深める。

・授業時間
の確保

・出張等による自
習時間を年間30
時間以内に努め
る。

Ａ

・出張等に関する職
員間の連絡を密にし
て、振替等を確実に
行う。

人
権
・
同
和
教
育

・人権・同和教
育の推進

・あらゆる差別を許
さない精神と態度
を育成する。

Ａ

・各学期に１回以上、人
権・同和の研修会を実
施する。
・各種人権・同和研修
会に積極的に参加し、
職員の研修に努める。

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

・資格取得
への取り組
み

・学期毎に開催し本校からの状況説明と各
評議員から貴重なご意見を頂いた。また、
多くの学校行事に参加し普段の生徒の活
動状況を見て頂くことができた。今後は、こ
れらの意見を学校運営にさらに生かしてい
きたい。

・３種目以上１級の資格取得は、
①３種目４０人（31）　②４種目３２人（18）
③５種目１７人（11）　④６種目２人（１０）
⑤７種目１人（3）　　　（　　）内は昨年度
計92人の生徒が資格取得（総計で２０増）
また、高度資格取得については、日商簿記81
人、基本情報技術者試験９人、ITパスポート１
人、実用英検2級３人、準2級４５人であった。
来年度においても、全種目においてなお一層
の成果が得られるよう指導体制の充実が図られ
る。

・後援会総会および学校開放週間時に公開授
業を実施した。
・学校開放週間では参加者も昨年に比べ倍近
くの参観者があり、来校された方々にはアン
ケートを実施し、｢学校への要望｣等貴重な意見
をいただいた。
・11月に学年別の保護者会を後援会主催で実
施した。出席率が26%と期待値より低く、今後実
施の時期や内容の改善が求められる。
・後援会新聞「恒星」の創刊できた。今後さらに
充実した広報誌を発行できるように努力した
い。

・ 後援会総会時に、公
開授業を実施する。
・学校開放週間に全て
の授業・部活動等を公
開する。
・後援会広報誌を発行
する。

・各種検定等の会場、地域団体使用につ
いては、学校行事等に影響のないようにて
貢献できた。また、学校開放週間の来校者
も増加した。

・学校施設を各種試験
会場や地域行事等に
開放する。
・地域行事に積極的に
協力参加する。

・本校生にとっても小学生との交流をとおし
て学ぶことの多い取り組みであった。夏期
休業中に限定しなければ、もっと多くの部
が参加できると思う。

・年間を通して漢字テストを１３回、
英単語テストを５回実施できた。

・後援会総会時に１日および学校
開放週間に４日公開授業を実施
できた。保護者には主に担任の授
業を参観してもらいｸﾗｽ担任と保
護者の連携を図った。

・授業時間の確保のため、出張等について
は原則振替を行うが、習熟度授業等クラス
を展開している場合や組授業の場合は授
業の振替が困難であった。授業展開の工
夫が必要である。

・人権・同和教育の年間指導計画通り取組
むことができた。来年度の課題として、講師
謝礼等の予算が不足しているので、検討が
必要である。

・実施計画に基づき各学年より事前指導・
事後指導を徹底することが出来た。

・男子バスケット部、フェンシング
部、英会話部、情報処理部の４部
が参加し、小学生７６名に対し各
部の内容を指導した。参加した小
学生からは楽しかったという感想を
得た。

・週間行事予定で事
前に周知し、家庭で
の学習を促す。

・学校評議員会を学期
に１回実施し、各委員
から出された意見を吟
味し、学校運営に反映
する。
・学校評議員に授業を
参観していただき、意
見を聴取し、授業や行
事の改善を図る。

・事前にわかる出張等について
は、原則として振替が出来た。ま
た、急な年休についてはそのクラ
スの属する学年で授業等を行っ
た。

B

・理解度を見るための
確認小テストを実施し、
到達していない生徒に
は、補講を実施する。
・高度な資格を取得さ
せることで、進学に生か
した指導体制を確立す
る。
・各種検定前の強化指
導を図る。（部活動顧問
との連携）

・人権・同和教育に関する会議を1
回、人権・同和教育の職員研修を
4回実施できた。

・年間授業計画の充実、及び生徒
に対する事前指導・事後指導等を
行うことにより、授業に対する意
欲・関心・態度に成果が見られた。
また、部顧問による協力で課後の
指導がスムーズに行われた。

Ｂ

Ａ

・4人の評議員の日程調整は大変
難しかったが、3回の会議を設定
することができた。しかし、第１回
目は急な行事で紙面報告となっ
た。

Ａ

・学校行事に影響がないときは、
施設を開放できている。また、１１
月には４日間学校開放週間を設
け、授業参観が出来るようにして
いる。

Ｂ

学
力
向
上

・学校評議
員制度等を
活用した学
校運営の推
進

・卒業までに全員
に1種目以上1級の
資格取得をさせる。
・卒業までに3種目
1級以上の取得者
数を５０人以上にす
る。
・卒業までに情報
処理科の生徒全員
に情報処理1級の
資格を取得をさせ
る。
・国際経済科の3年
次までに、全員に
実用英語検定準2
級を取得させる。

・基礎学力
の向上

・保護者や地域
の人を対象に、3
回以上公開授業
を実施する。

・朝のＨＲの時間
を利用して、漢字
ﾃｽﾄ・英単語テス
トを行う。

・保護者や
地域との連
携

・学校施設
や教育資源
の地域への
開放

・各機関からの要
望に対する開放
に向けての条件
整備を行う

・学校評議員会
を学期に1回実施
する。

学
校
運
営

教
育
活
動



領域

評
価
項
目

評価の観点
(具体的評価

項目)
具体的目標 具体的方策評価及びその理由 成果と課題

・読書の推進

生
徒
指
導

・進路希望
の達成

Ｃ

・基本的生
活習慣の確
立

・朝食喫食率を９
０％以上とする。
(生活習慣病の減
少）

ボランティア
活動の推進

A

Ｂ

Ｂ

B

Ｂ

・一部の生徒に遅刻が見受けられた。担任
の先生より、家庭への連絡、指導をしてい
ただいているが、今後も早期対応、継続的
な指導を要する。　・特活課の協力により、
生徒会、風紀委員による、朝の挨拶運動が
実施され、大変良かった。

・眉加工が多く見られた。ファッションと身だ
しなみの意味を、理解させる指導が必要。

・交通事故は７件であった。交通
ルールに関する外部からの苦情が
数件あった。

・「明るい挨拶、気持
ちのよい挨拶」運動
を推進する。

・正しい礼儀作法（言
葉遣い指導）と佐商
生らしい身だしなみ
等、マナー指導の強
化。

Ｃ

・皆勤にこだわる生徒も増え、確実
に欠席、遅刻は減少した。

・校則を守らせる
（服装再検査の
減少）
・周知度を８０％
以上にする。

・就職については，多くの企業を訪問し，求人
の願いを行ったが，現在の経済状況により，そ
の数は伸びなかった。昨年の６３％程度にとど
まっている。しかし，全職員，県，ハローワーク
の協力により，2010年になってから求人が増加
するなどの効果があった。
　進学については，全職員のもとに小論文等の
指導，補習体制が整いつつある。今後ともより
良い体制へと調整していきたい。
　学年と進路との連携及び各行事の計画・運営
を，行事がスムーズに行くようにしていく必要が
ある。

・実態把握は、保健課のアンケート結果に
よるものである。生活全般において、保健
課や体育科家庭科が中心となり、生徒の観
察及び指導を行った。また、３年家庭クラブ
委員の保健便りの食育コーナーによる情報
など提供し、作成する生徒自身も意識を高
めて効果的であった。次年度は、朝食の欠
食率が完全に０％になるよう努力したい。

・卒業生の就職先を訪
問したり、新規企業開
拓にも力を入れ、より優
良企業への就職を実現
する。
・進学希望者に対する
補講の実施。
・各学年ごとに進路啓
発のためのガイダンス
を実施し、それぞれの
時期における進路への
目的意識を持たせる。
・公務員希望者に適切
な指導を行う。
・高度資格取得への挑
戦や小論文指導の強
化で合格者増を目指
す。
・朝補習における実施
教科の内容充実を図
る。

・交通事故は、ちょっとした不注意から車と
の接触事故がほとんどであった。さらに安
全教育の徹底を図り、交通マナーの向上を
図っていくことが課題である。

・実態把握のためア
ンケートを実施し、生
活のリズムの安定を
図る。
・学校栄養士による
指導
・食育関連の情報発
信（プリント配布）

・生徒指導方針を年
度当初に職員、生徒
や保護者に明確に示
し、定期的にその達
成度を確認する。

・交通指導の徹底と
安全教育に対する講
話の実施。
・集会ごとに交通マ
ナー、危機管理意識
の啓蒙を図る。

・いじめの問題ばかりではなく、障害のある生徒
への思いやりの心、その生徒の保護者の悩み
等について職員研修を実施した。特にいじめの
問題に関しては、アンケートを実施しその回答
内容を全職員で検討し、いじめ等の予防に努
めた。保護者との連携についても、S.C.との面
談面接を担任等より積極的に勧めてもらい、保
護者のみならず職員に対しても適切なアドバイ
ス・コンサルテーションをしてもらった。問題の共
有・共通理解を来年度も進めていきたい。

図書の貸出冊数は増加したが、特
定の生徒に限定されている。

世界や日本の名作の入門書として漫画シ
リーズを導入し、読書内容の向上を図っ
た。この取り組みも継続が必要と思われる。

・推薦書の紹介（図
書課・教職員から紹
介）

・異年代との関わりを
通して、多彩な体験
をさせる。

・生徒の多くは小学生の頃からボランティア
活動についての経験があり、ボランティア活
動を受け入れやすく意欲的に取り組んでく
れている。今後は雨天の場合でも順延し実
施できるように期日に余裕のある計画にし
たい。

・学年単位で実施している校外清
掃については、１・３年生は計画ど
おり実施できたが２年生は雨天の
ため中止した。

・将来の本人の希望とは，違った体験をすることもあ
るが，そのことで，大人との違い，仕事に関する考え
方を身につけけている。この点については，今後時
間をかけて考える必要がある。

・生徒の体験を通じて，実社会に
触れ，学校生活に生かすことがで
きていると考える。

・いじめの問題を生徒・
職員全体のこととして捉
え、｢命の大切さ」を理
解させるたの講演を実
施する
・家庭との連携
・スクールアドバイザー
との連携・協力（教職員
のカウンセリングマイン
ドの高揚を図る）

・アンケートの結果、「朝食を毎日
食べる」は全体の７８．７％であっ
た。さらに「朝食を食べることが多
い」まで含めると９３．７％であり、大
旨目標を達成している。

・眉の加工は、全体的多い。下校
中の服装の乱れも、外部から連絡
が数件あった。

B

・S.C.（スクールカウンセラー）の月2回
の来校により、欠席の多い生徒、教室
に入れない生徒への対応を、担任・
学年主任が中心となって早期に対応
し早期解決の糸口を作ることができ
た。各教科担任も該当生徒への教科
指導を熱心に行い、担任・学泉主任
の大きな手助けとなっていた。

Ｃ

・クラスごとに地域を
割り当て清掃活動を
する。

・年1回以上のボ
ランティア活動を
実施する。

・外部講師に
よる講演実施
・カウンセリン

グの充実
（不登校生徒

の減少）

・登校（欠席）状
態を把握し、早期
対応・早期解決
を図る。

・交通事故(特に
自転車事故）の
減少
（10件以内）

安全教育の
徹底

健
康
体
つ
く
り

・食育の推
進

・インターンシッ
プの活用

・就職内定率、進
学決定率とも
100％を目指す

・国公立合格15
人以上の合格者
を目指す。

・自己を見直す
時間をつくる。

・皆勤の生徒を
５％
増やす

・就職内定率１００％，進学決定率
１００％を達成することができ，進路
決定については，十分な成果が
得られたと考える。しかし，国公立
合格は12名と前年より減少した。

進
路
指
導

・体験活動の
実施

教
育
活
動

心
の
教
育

耐性、忍耐
力の育成
（服装基準
の厳守）



領域

評
価
項
目

評価の観点
(具体的評価

項目)
具体的目標 具体的方策評価及びその理由 成果と課題

・事後指導よ
り事前指導の
徹底を図る。

・事件や事故の発
生率を昨年より下
げる。（１０％）

Ｂ

・事件や事故を起こして
から指導するのではな
く、事件や事故が起こら
ないように事前指導を
徹底する。

教
育
活
動

・生徒の個
性や能力を
引き出す

・参加意識の高
い学校行事を作
る。

Ｂ

・企画の段階から生徒
の意見を聞く。
・発言や発表の機会を
増やす。
・司会やお礼の言葉、
浄書などをできるだけ
生徒に任せる。
・準備に時間をかけ満
足度の高い佐商祭（文
化祭・体育祭）を実施す
る。

・生徒の主
体的な取り
組みを増や
す。

・生徒会の月目
標を決定し実行
する。

・毎月の目標をクラスで
話し合い、それを基に
全校での月目標を実行
する。

・各種委員会活
動を月１回行う。

・クラス役員としての自
覚を高め、委員会活動
を活発に行う。

・部活動入部率
95%以上を目指
す。

・体験入部期間を設
定する。
・退部届の活用で退
部者に対しての追指
導を行う。

・運動部は高校
総体で優勝旗６
本獲得を目指し、
文化部は大会や
コンクールの入賞
数を増やす。

・全校集会や主将部
長会議で強い佐商の
意識付けをしたり、大
会やコンクールへの
出場や応援を増や
す。

・勉強と部活
動の両立

・部員の学習に
対する意欲を高
める。

Ｃ

・部活動の休養日を
設定する。
・定期考査期間中は
部単位での勉強会を
実施する。

・部室管理
の徹底

・随時部室検査
を行う。 Ｃ

・部室の清掃状況や
備品の使用状態を点
検する。

・ヘルスプロ
モーションの
促進

・日本スポーツ振
興センターへの
手続きを５％減。

A

・月1回又は臨時の
「保健だより」を利用
し、心身の健康づく
り、安全に対する意
識の啓蒙を図る。
・学校保健計画に基
づき、本校の現状を
踏まえて保健指導を
行う。

・日本スポーツセンターへの手続きの件数
は、減少しているが、高額療養の件数は、
増加した。保健だより等を通して健康と安
全衛生に関する啓蒙活動を行ってきたが、
さらに学年会やLHRを活用し生徒・職員の
意識を高めたい。

・治療に対する意識
向上と未治療者への
治療を促し、治療率
を上げていく。
（保護者や部顧問の
理解と協力を得てい
く）

・健診後の治療
率のアップを図
る。
（視力７０％）（歯
科５０％）

・５月１日時点での入部率は
94.7％であった。

・県総体では男子柔道、男子バ
レー、男女水泳、男女フェンシン
グの計６本の優勝旗を得た。商業
系の競技会では全部門優勝で
あった。

・生徒月1冊の読
書を目標とする。
・貸出冊数アップ
を目指す。
（一人3.2→3.5ま
でアップ）
・図書館便りによ
る広報活動の充
実

B

・部室検査を定期考査ごとに実施したい。
また、毎日の部室の鍵の管理を徹底した
い。

・全ての部が週１日の休養日を設定するよ
うに呼びかけていきたい。
・勉強会をさらに増やす方策を考えていき
たい。

・佐商祭文化祭の基本形はできつつあるが
課題も多く、さらに工夫をしていきたい。

B

特
別
活
動

・定期健康
診断の事後
指導の徹底

・部活動の
活性化

・今年度は、貸出冊数などの数的な目標は
ある程度達成することができたが、まだ図
書館を利用する生徒は限定されている。
次年度は、今年度の取り組みを継承しつ
つ、生徒の多様な需要に対応できるよう
に、全生徒に対する取り組みが必要と思わ
れる。

・特別指導は、２件と大幅に減少した。

・クラス委員による読
書の推進と学校図書
利用の呼びかけによ
り、読書量・貸出量の
アップを図る。
・新刊案内、お薦め
の本など広報活動を
充実させる。（小論文
対策用・課題研究図
書コーナー設置）
・生徒の学習に必要
な書籍を充実させ
る。

・生徒会目標を毎日の学校生活でどう実施
しているかを検証していきたい。
・生徒会本部役員は意欲的に取り組んで
いる。

・運動部、文化部とも実績を積んでいる。こ
のことが更なる目標につながるようにした
い。
・主将・部長会議を定期的に開催していき
たい。

・退部者の把握と事後指導のための退部
届の利用が定着し始めた。

・学業や部活動の中で、心の教育ができればと思

・担任はもとより、保護者や部活動の顧問
の協力を得て、受診率のアップにつなげた
い。視力については、２学期、矯正が出来
ていない生徒を対象として再測定を実施、
個別指導をしたい。

・昨年に比べ、約１０％減少した。
特に、部活動での怪我が減少し
た。

・目標には届かなかったが、昨年
に比べ、歯科の受診率が上昇し
た。文化祭での企画や三者面談
を利用し勧告したことがアップにつ
ながったと思われる。

・８割弱の部は週１回の休養日を
設定している。
・考査前・中の部活動時間が長い
部があった。
・勉強会を実施する部が前年より
も増えた。

Ｂ

・部室の使用状況について定期的
な確認ができていない。

・佐商祭では５月から文化祭の企
画会議を開いたり、体育祭団長会
議を毎日開き準備に時間をかけ
た。
・生徒総会では生徒の出番を増や
すためにクラス目標の発表をし
た。
・学校行事の時は放送部、書道
部、生徒会、保健委員などの出番
を多くした。

・毎月の生徒会目標を決め、実行
する取り組みが定着しつつある。
・生徒会主催の清掃ボランティア
活動が生徒の発案で始まり、これ
に部活動単位での参加などがあっ
た。

・昼休み・放課後を中心として図
書館を利用する生徒が増加し、一
人当たりの貸出冊数も4.4冊に増
加した。

Ｂ

・図書館の
利用促進

図
書



領域

評
価
項
目

評価の観点
(具体的評価

項目)
具体的目標 具体的方策評価及びその理由 成果と課題

教
育
活
動

家
庭
学
習

家庭学習の
時間確保

・毎日最低1時間
の確保

Ｃ

・各教科・科目で課題を
出す。
（提出期限の厳守と未
提出者の指導）

・漢字テスト、英
単語テストの不合
格者数を学年
５％以内にとどめ
る。
・学習に取り組む
姿勢を身に付け
させる。

・課題の提出率を
100％にする。

・真剣な授業態
度を育成する。

・情報セキュリティの調査では特に問題が
なかった。ホームページはリニューアルし、
保護者や地域の方にも興味を持って見て
いただけるようになった。

・情報セキュリティ月ごと
の調査実施
・学校行事や部活動の
結果をいち早くホーム
ページで知らせ、学校
のPR活動に生かす。

・各校務分掌・各教科等の協力を得て、考
査終了後の行事や外部講師による講話を
実施できた。
・定期的に行う運営委員会で学校行事の
精選に向けた検討を行う。

・後援会総会時に１日および学校開放週
間に４日公開授業を実施できた。保護者に
は主に担任の授業を参観してもらいｸﾗｽ担
任と保護者の連携を図った。今後さらに授
業を公開できるよう工夫していきたい。

・各教科で宿題や課題が出ているが、提出
期限が守られていない生徒も多い。
・ｱﾝｹｰﾄの実態を捉え各教科や部活動顧
問との連携を図り学習時間の確保と学力向
上を図る。

・アンケート調査の結果、1年生で
17.4％、2年生で15.7％、3年生で
12.8％の生徒しか1時間以上の家
庭学習時間が確保されていない。
部活動に所属している生徒や遠
方から通学している生徒も多く、疲
れや帰宅時間が遅いため学習時
間が充分に確保できていない。

・個人情報漏洩については新聞
紙上でも問題になっており、セキュ
リティチェックを毎月実施すること
により意識強化に努めた。ホーム
ページを全面的にリニューアル
し、情報提供のスピードアップがで
きた。

・学校行事における授業時数減を
最小限にとどめるように工夫し、定
期考査後に実施できるものについ
てはできるだけ定期考査終了後に
実施した。

・後援会総会への参加率は66％
であった。
・学年別保護者会を11月に実施し
たが26%の参加率であった。今後
内容や時期についてさらに検討が
必要である。

・授業を公開(主に担
任による授業）するこ
とで、多くの参加を促
す。
・学年保護者会の実
施時期と内容等の検
討。

・学校行事の精選
と授業時間の確保

Ａ

・後援会総会へ
の参加率を70％
以上にする。
・学年別保護者
会の内容検討
（参加率５０%以
上）

・ゴミの量を昨年
度より減らす。
（５％以上）

・平均点８０点以上の成績上位者は学年で
４５名
・漢字テスト満点者８名、英単テスト満点者
２３名
・各学期に１度定期考査前に成績不振者
対象の激励会を開き、学習に真剣に取り組
む意識付けを行ったことで学年末考査での
欠点者０であった。
・毎週の担任会で、学年全体の意志統一と
共通理解を図ることにより成果を上げること
ができた。

・おおむね到達できた。漢字テスト
については各クラスで課題プリント
を活用し１週間前から取り組んだ。
英単語は授業で指導した後に小
テストを行ったり週末課題で定着
を図った。　　　　　　　　　　　　　・
入学時より学習に取り組む姿勢に
つては、課題の提出や授業を受け
る態度について波戸岬研修や、学
年集会等で強く指導をしてきた。
その結果、１年次終了において単
位未修得になる生徒はいなかっ
た。                       ・ほとんどの
生徒は期日を守って課題等の提
出ができた。各教科担当者はもち
ろん担任による指導ができた。

・定期的調査と職
員への意識強化
・最新情報のアップ
に心がける。
（各関係部署から
の情報収集）

情
報
管
理 B

・個人情報保
護と情報漏え
いの防止
・学校ホーム
ページの内容
充実と定期的
更新

学
校
行
事

学校の重点目
標に則した学
校行事の実施

学
習
関
係

・基礎学力
の向上

後
援
会

・保護者との
連携

保
健

・教育相談
体制づくり

・ゴミの減量
化

・不登校生徒等
への支援体制を
確立する。

・性教育・歯周病・エイズ等々の講演会を
実施したり、生徒保健委員会では、毎月当
番制で「保健便り」を発行し、生徒の様々な
問題に対しての考える力を養成した。保健
室と学年会（担任会）、教育相談係等とも、
生徒の日常生活の問題点や悩みに関し
て、適宜情報交換を実施した。特に教育相
談係とは、不登校傾向や別室登校をしてい
る生徒に関する情報交換を定期的に月一
回月末に実施して、生徒への理解・援助・
支援等のありかたを検討してきた。

・ゴミ分別をより一層徹底したい。また、「自
分が出したゴミは各自持ち帰る」という行動
を周知させていきたい。最終目標として、学
校でのゴミ出しゼロを目指して活動していき
たい。

・不登校生徒の対応については、担
任・学年主任、本人・保護者等とS.C.
との面談面接をおこない、不登校気
味の生徒は別室登校へと変わったりし
て、登校意欲や学習意欲を持つよう
になった。本校では、別室登校生徒
に対する対応(申し合わせ事項）を内
規に盛り込んでおり、関係者会議を得
て校長承認、全職員への報告教科担
当者会議を設けるなどして、

・環境美化週間（月
に１回）を設けて各ク
ラスから出されるゴミ
の量軽減化を図る。
・各自持ち込んだも
のは責任を持って処
理すること。(持ち帰り
運動の推進）

Ａ

・燃えるゴミ、プラスチック、金属、
缶、ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ（キャップも分別）の５
種類の分別を徹底して行ってい
る。また、ゴミ減量の啓発活動とし
て、年３回ゴミ出し禁止期間を設
定した。

・各課との連携を強化
し、内容の充実と精選
により、授業を確保す
る。
・学校行事を考査後に
実施する。

・講演会や保健便り
を通じ、心の教育や
安全教育の充実を図
る。
・保健室と学年会(担
任）および教科担当
との連絡会を通じて、
不登校生徒への理
解と支援のあり方を
検討し、協力体制を
確立する。

B

・実施計画に基づき、
正副担任の連携を図っ
て、事前指導・事後指
導　を徹底する。
・ﾎｰﾑﾙｰﾑ時の有効活
用により、定期考査前
の指導強化を図る。・
課題提出状況のチェッ
クを確実に行い、未提
出者に対する指導を徹
底する。
・始業チャイムの前に着
席させ、授業の準備を
させるとともに、居眠り
や頬杖をつくことのない
ように、常に注意を払
う。

C

Ｂ



領域

評
価
項
目

評価の観点
(具体的評価

項目)
具体的目標 具体的方策評価及びその理由 成果と課題

・学年個人面談を実施
し、早期意識付けをす
る。

・ﾎｰﾑﾙｰﾑや学年集会
等を利用して、進路ｶﾞｲ
ﾀﾞﾝｽを行い、職業観を
養うとともに、自己の適
性を見出させる。

そ
の
他

・進路（就職または進
学）に対する考えを明
確にさせ、進路希望達
成のために必要な検定
資格取得の指導を徹底
する。

部活動の活
性化

・文武両道を前
提としながら、
95％以上の部活
動加入率を目指
す。

C

・担任団を中心として、
機会あるごとに生徒へ
の声かけを行い、部活
動加入率ｱｯﾌﾟを図る。
・部活動が教育の一環
であることを確認し、部
員が挨拶や礼儀を身に
着け、学校の中でリー
ダーシップを発揮できる
よう育てていく。

学
習
関
係

・基礎学力
の向上

・漢字ﾃｽﾄの不合
格者を学年の
５％以内にとどめ
る。
・課題の提出率を
１００％にする。

Ｂ

・実施計画に基づき、
正副担任の連携を図っ
て、事前指導、事後指
導を徹底する。
・課題提出状況の
チェックを確実に行い、
未提出者に対する指導
を徹底する。

生
活
関
係

・基本的生
活習慣の確
立

・全クラスの出席
率98%以上及び
皆勤・精勤70%以
上を目指す。
・違反行為者「０」
を目指す。

Ｂ

・家庭との連絡、保健室
や教育相談との連携を
密にする。
・ホームルームや学年
集会を利用して違反行
為を未然に防ぐ指導を
徹底する。

・進路希望
の達成

・職業意識、進路
意識を明確に持
たせることにより、
３月までに進路目
標を100%確定さ
せる。
・インターンシッ
プ充実度100%を
目指す。

Ｃ

・ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟや修学旅
行等など各種特別活動
の事前指導・事後指導
を十分行い、世界観や
視野を広げ、社会性を
身に付けさせる。
・ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ実施に向
けて、企業や職種研究
を行なう。

・部顧問との連携により部活動を通して様々な
ことを学んでいる。
・１学期当初は大多数の生徒が加入していたが
２学期以降の退部が目立ち、生徒自身の時間
の使用の仕方に問題があるように思われる。
・家庭学習と部活動の両立に悩む生徒が多
かった。部活動を通じてもっと強い意志や体
力、そして人間力を身につけてほしい。
・今後は辞めた生徒が次の部活動に加入する
ように働きかけたい。
・専門進学と部活動の調整は未だ課題の１つ。

　・１学期に１度の割合で進路ガイダンスを
行い、自己の適性を見つける指導が持て
た。特に３学期は「インターンシップ事前指
導」に時間を割き徹底した現場の厳しさを
体験することによりより強く職業観を身につ
けさせることができた。

・進路希望
の達成

・４／２０～７／１４まで学年主任に
よる個人面談を行い、高校入学後
の早い時期に自己を見つめる機
会を与え、考える機会が持てた。
・全体的にはまだ時間があるせい
か、進路については未だ、真剣に
具体的に考えることができない生
徒もいる。

1
学
年
の
教
育
活
動

B

・職業意識・進路
意識を明確に持
たせることにより、
進路希望達成の
ための具体的個
人目標を100％
確立させる。

・保護者との信頼
関係を構築する。
・全ｸﾗｽで出席率
９５％以上を目指
し、長期欠席者を
未然に防ぐ。
・違反行為者「０」
を目指す。

生
活
関
係

・基本的生
活習慣の確
立

・徐々に部活動を退部する生徒が
増えたことが残念である。勉強との
両立ができないとの理由で退部願
いを申し出る生徒が多かった。現
在、約94%の加入率である。

そ
の
他

B

・全クラスの出席率は98%以上であ
り、最高で99.7%のクラスがあった。
また、皆勤129名・精勤64名という
ことで70%以上は達成できた。
・違反行為者「０」を目指したが、
1学期に1名の指導を行った。

・進路指導課の協力を得て、進路啓発研修を
機会あるごとに行い、職業意識や進路意識を高
めることができ、3月の模擬面接前には、進路指
導室で求人票を調べたり、学校の特色を調べ
たりする生徒が、かなり増えた。
・インターンシップ実施に向けて、事前指導を12
時間行い、一生懸命真面目に取り組んでくれた
ようであり、受入事業所の評価もおおむね良
かった。また、事後指導を５時間取り、文化祭で
報告を行った。

・担任・副担任・学年主
任と保護者との連絡を
密にする。
・長期欠席者対策とし
て、保健室や教育相談
と連携し、ｽｸｰﾙｱﾄﾞﾊﾞｲ
ｻﾞｰ等に相談しながら、
早期解決を図る。
・ﾎｰﾑﾙｰﾑや学年集会
等を利用して、違反行
為を未然に防ぐ指導を
徹底する。
・教室のﾛｯｶｰの整理整
頓や担当掃除区域での
清掃活動の指導を徹底
する。

２
年
学
年
の
教
育
活
動

・家庭との連絡、保健室や教育相談との連携を
密にすることで、不登校の生徒の早期発見と早
期指導を心掛けたが、力及ばずといったことも
あった。
・ホームルームや学年集会を利用して違反行為
を未然に防ぐ指導をしてきたが、生徒の心を育
てる指導が不十分であった。

・漢字テストオール満点者が11名、英単語テスト
オール満点者が15名という結果であった。さら
に多くの生徒がオール満点となるよう指導をし
ていきたいものであるが、追指導がなければ勉
強しないという雰囲気はなくしていきたい。
・課題の提出率を100％にすることは大切である
が、形だけの提出ではなく、その取り組み方を
重視したい。

・皆勤１１２名、精勤４９名とほぼ半数の生徒
は毎日元気に登校し学習や部活動を行う
ことができた。来年度はさらに多くの生徒達
に皆勤を目指してほしい。
・別室登校２名の生徒については後半は保
健室、教育相談の協力をもってうまく連携
ができた。ただ、教科担当者間の共通理解
が足りない点もあり、今後の課題であると思
う。
・校内での挨拶、礼儀を始め基本的な生活
は身に付いたが、校外でのマナー（制服の
着崩し、交通ルール違反等）を指導徹底さ
せることが課題である。

・担任、家庭、または部活動顧問と
の連携により生徒指導上の特別指
導は０であった。
・出席率は学年全体で９８.８２%で
目標達成できた。特に１年４組、１
組は９９％以上の出席率だった。

・各クラスでの事前指導と、不合格者
に対する居残り学習を行ったため、不
合格者を学年の５％以内にとどめるこ
とは、ほぼ達成することができた。
・課題未提出の生徒に対する再三の
呼びかけによって、課題の提出率を
１００％に近づけることはできた。

・職業意識、進路意識を明確に持
たせるための進路啓発研修を行う
ことにより、ほとんどの生徒が、お
おまかな進路目標を確定させるこ
とができたが、100%には至らな
かった。
・インターンシップを体験して良
かったと答えた生徒が80%であっ
た。



領域

評
価
項
目

評価の観点
(具体的評価

項目)
具体的目標 具体的方策評価及びその理由 成果と課題

・部活動の
活性化

・文武両道を前
提としながら、95%
以上の部活動加
入率を目指す。 Ｂ

・部顧問との連携をと
り、部員の活動を応援
するとともに、未入部者
への声かけを行い、部
活動加入率アップを図
る。

・生徒会活
動に積極的
に参加する。

・各クラス２人以
上、生徒会役員
として活動させ
る。 Ｂ

・学校活性化に繋がる
ように、生徒会活動に
参加させる。

学
習
関
係

・基礎学力
の向上と高
度資格取得

・学年全体の評
定平均値4.1以
上を目指す。
・各検定試験１級
取得数のｱｯﾌﾟを
目指す。
・漢字ﾃｽﾄ、英単
語ﾃｽﾄ満点を目
指す。

B

・ﾎｰﾑﾙｰﾑ・個人面談・
学年集会等を利用し
て、希望進路の実現へ
向けて評定平均値のｱｯ
ﾌﾟと高度資格取得の重
要性を再確認させ、学
習意欲を喚起する。

生
活
関
係

・基本的生
活習慣の確
立

・出席率９９％以
上および皆勤
・精勤生徒８０％
以上を目指す。 B

・ﾎｰﾑﾙｰﾑ・個人面談・
学年集会を利用して、
自立した社会人のなる
ために、自己管理（生
活・健康）の重要性を認
識させ、欠席者数の減
少を図る。

・希望進路
の実現

・年度内進路決
定率１００％を目
指す。

A

・進路指導課との連携
を密にし、全体指導・個
別指導を通して、段階
的･計画的に進路研究
および受験対策に取り
組ませる。

・特別活動
の充実

・各部活動各種
大会上位入賞を
目指す。
・学校祭のアン
ケートで満足度
９０％以上を目指
す。

B

・ﾎｰﾑﾙｰﾑ・学年集会等
を利用して、部活動や
学校行事（学校祭等）
に積極的に参加し、高
校生活最後の思い出を
作るとともに、集団行動
の中で人間力を磨くよう
指導する。

・情報機器を活用し
た授業を全教諭　が
学期に１回実施す
る。

・野球部が夏の佐賀県予選の決勝で
敗れたものの多くの応援の中で見事
なプレーし、感動を与えた。
・高校総体は、例年並みの結果を残し
た。文化部も各種大会で優秀な成績
をおさめた。
・体育祭・文化祭ともに、3年生が中心
となり成功させ、高い達成感・満足感
を得ることができた。

・毎時間活用して教科とそうでない教科が
あるので、今後も学期に最低一時間を目標
に取り組んでいきたい。

・1学期の出席率99．63％だったが、2学期以降
悪化し、最終的には99％を割ってしまった。皆
勤・精勤も10月までは、229人（83．6％）だった
が、その後悪化してしまった。後半の指導のあり
方が課題である。

パソコン活用
授業の充実

・教職員全員が
情報機器を活用
した授業を行う。

IT
を
活
用
し
た
授
業

・各教科や校務分掌で情報機器
を有効に活用していた。

Ｂ

・未入部者への声かけを行い、生
徒会や社会体育を含めると95%以
上の部活動加入率を達成すること
ができた。ただ、文武両道が前提
であったが、バランスの悪い生徒
が少なからずいた。

・文武両道をはかるため、部活単位での学習会
が行われていて、効果的であった。
・部顧問との連携をとり、部員の活動を応援する
体制の一つとして、学年主任や担任が部活動
の様子を見学してまわるということをしてもよ
かった。

・各クラス２人以上を生徒会役員と
して活動させることはできなかった
が、２年生１３名が生徒会の役員と
して活躍している。

そ
の
他

・1学期は評定平均4．15ととても頑張ってくれた
が、2学期3．86、3学期4．05と悪化した。進路決
定後の指導の難しさを感じた。・1学期は、検定
への意欲が高かったが、2学期以降は、進路決
定や卒業に気持ちが向かってしまい、資格取
得への喚起があまりできなかた。・漢字テスト
は、多少クラス間に差があったが、全体としては
良い取り組みだった。不合格者も少なく、合格
ではなく満点を目標にしたことは良かった。・英
単テストは、英語科の協力により、良い取り組み
だった。

・2月23日に進路決定100％を達
成できた。
・今年度は、進学者157人(57.5%)
と増加した。特に、就職から進学
に切り替え、専門学校へ進学した
生徒が多く見られた（進学者全体
の42％）。

・部活動と生徒会活動を両立して頑張っている
生徒がかなりいた。ただ、学校行事と大会や競
技会の時期が重なると、生徒会活動に支障が
出てしまうことは避けられない。

・生徒達にとって最も思い出に残る高校総体や
佐商祭の時期と、進路決定のための学習指導
や受検指導が重なるため、早め早めに生徒を
誘導することが必要である。また、2学期後半の
時期に、いかにして学校生活に気持ちを向わ
せ、取り組ませるのか、とても難しい課題であ
る。

・不況の中の厳しい進路指導であったが、
多くの先生方の協力、特に進路指導課の
熱い支援のお陰で、卒業式前に100％を達
成することができた。ただ、専門学校に安
易に流れた傾向が見られたことは反省点と
して残った。また、公務員志望の生徒の指
導は結果発表が遅く、指導が難しいと感じ
た。

・年間評定平均4.02。
・検定1種目も1級に合格していない生
徒が、105人残ってしまった。
・漢字テストは、年間を通して満点
だった生徒は3人から24人と増加した
が、全員満点は達成できなかった。
・英単テストは、年間を通して満点
だった生徒は14人から61人に増加し
たが、全員満点は達成できなかった。

・出席率98.97％と99％は達成で
きなかったがよく頑張れた。
・皆勤・精勤の生徒数は、220人
（80％）を目標にしたが、178人
（65.2%）と全く届かなかった。

３
学
年
の
教
育
活
動



領域

評
価
項
目

評価の観点
(具体的評価

項目)
具体的目標 具体的方策評価及びその理由 成果と課題

　創立１００周年からホップ・ステップ・ジャンプと１０３年目の年に向けた、新しい歴史作りに生徒・教職員一体となって取り組む必要がある。
　「勉強と部活動を真剣に」や「自宅学習の習慣づくり」を重点目標に、学習の充実について勉強の習慣化・定着化を図るとともに、進路目標の早い
時期での確立や部活動の充実を図り、さらに飛躍する年度にしていきたい。また、「明るい挨拶、気持ちのよい挨拶」や「佐商生らしい身だしなみ」の
重点目標の実現のためにも、地域から信頼される学校、魅力ある学校として評価されるように、今年度以上の協力体制が重要と考えている。さらに、
本校生徒のほとんどは基本的生活習慣や基本的なマナーが身につき、落ち着いた学校生活を送っているが、高校生活に意義を見いだせずに、つ
まずきかけた生徒が安心して高校生活を送れるよう方策を考え最善を尽くしていきたい。
　「夢は大きく、あたりまえのことをあたりまえに」できる生徒を育成し、目標達成実現に向けて来年度も継続して取り組んでいきたい。

・職場での体験を通し
て、勤労観や職業観を
養うとともに、将来の進
路を考えるきっかけとす
る

・生徒の興味関心や
進路希望等に対応し
たコースを設け、教
育目標や年間計画を
明確にする。
・アンケート等を通し
て実態を把握する。
・新学習指導要領の
内容を検討する。

・体験を通して，将来の自分を見つめなお
す機会が得られた。学年における進路との
位置づけを検討し，インターンシップの経
験をより生かせるように計画をしていきた
い。

・観点別評価では年間指導計画と評価基
準との整合性が十分でなく、年間指導計
画・評価基準の提出も徹底できなかった。
・学科の再編整備を見据え、各学科の特長
を明確にする教育課程編成のため各学科
主任と新学習指導要領導入や学科改編の
検討を行う。

・大学の講座，研究会や発表会に
本校生徒が参加したり，大学から
講師を招いて講演をしていただい
たりして連携を強めることができ
た。

・高度資格取得による高大連携は，本年度
は達成できなかった。今後の課題である。
しかしながら，佐賀大学での講座，研究会
や発表会に本校生徒が参加したり，講師を
招くなどの連携の基盤づくりはできてきたと
考える。

昨年度に教育課程の変更をした
ばかりなので、新学習指導要領の
導入に向けての準備をおこなっ
た。

・既存の商品開発をさらに進め、前例踏襲
のみでなく発展的な起業家教育の充実し
た内容に取り組んでいくことが課題である。
・今年度、販売実習を大型ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ
で行った。

・大学等との
連携への取
り組み

・外部講師
の活用

Ａ

・関係機関との連携強化が図られ
た。
・事業として定着していることの意
識づけがしっかりできた。

・特色ある教
育課程の編
成

・3学科の特長を
生かしながら新
学習指導要領に
向けた特色ある
教育課程の編成
に取り組む。

・各学科の事前の打ち合わせや内
容の充実が図られた

・十分に対応ができており，成果
がみられると考える。

・年間指導計画に
沿った最低20時間
以上の実施

B

７．　来年度への改善策

学
校
の
個
性
化

６．　総合評価

・実施学年生徒
の　１００％の参
加実現

・計画どおり実施でき、成果が表れたと思う。

・企業を興すまでの一
連の流れ学習や新商
品開発を目指すこと
で、将来の起業家の育
成を図る。
・特許庁のテキスト利用
から、興味関心を喚起
する。

・起業家教
育の推進

・生徒の多様な興味・関
心に応えるとともに、より
高度な資格取得や発
展的な学習に結びつけ
る。

特
定
課
題

・インターン
シップの推
進 Ａ

・大学等との連携の
基盤づくり
　(連携先検討） Ｂ

・起業家教育の定
着
・知的財産教育の
充実 Ａ

・高度資格（日商簿記1
級）を取得させ、高大連
携の基盤をつくりを目
指し、難関大学に挑戦
させる。

　　「夢は大きく、あたりまえのことをあたりまえに」を学校スローガンに教職員は勿論、保護者や地域の方々の理解と協力によって佐商生の育成に取
り組んできた。生徒はこの1年間９８．９％という高い出席率と、落ち着いた学校生活で、部活動や高度資格取得に成果を上げたと思える。
　また、厳しい経済状況の中で１００％の就職内定と、半数を超える進学者の指導体制も充実してきた。
　設定した目標には達成できなかったものもあるが、効果が十分に見られなかった項目については、次年度へ向けての課題として捉え引き続きその
実施方法など検討し取り組んでいきたい。


